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理化学研究所の高度な技術を持つ技術者の皆様方との交流を通して、コアファシ

リティの魅力や強み、自身のキャリアに関する視野が大きく広まりました。

本イベントに参加する前は「研究者」として研究に携わる方法しか知らず、今後

のキャリアに関して漠然とした不安を抱いていました。今回、このような素晴ら

しいイベントに参加することで「技術者」として、深い知識と長年培ってきた経

験という名の技術を活かし研究に携わる方々とお会いでき、交流を通して、コア

ファシリティに関する理解が深まりました。

講演会では、理化学研究所の各研究施設(和光、横浜、筑波)の技術者の方々から

様々な研究分野の技術職としての仕事内容や私生活との両立の姿を拝見すること

ができました。様々な匠の技や技術の継承への取り組みを学び、コアファシリテ 

ィの強みや重要性を感じました。また、女性技術者の講演から女性が自身の経験

や知識を技術職として活かしている発表を拝聴し、女性でも技術者として働くこ

とができると明るい気持ちになりました。

見学会では、様々な専門的機器の見学や技術者への質問を通して、研究を支援す

る技術力の幅広さを感じました。大学内では見ることができない設備や新しい分

析手法も学ぶことができ、非常に貴重な経験となりました。

忙しい仕事の合間を縫って企画・運営していただいた理化学研究所の皆様方は、

とても優しく丁寧な対応が印象的でした。その結果、参加前の「理化学研究所」

という日本を代表する研究機関で働く方々に対して感じていた大きな壁を飛び越

え、終始楽しんでイベントに参加することができました。

そして、このようなイベントを大学院生、大学生、高校生に対して公開していた

だけたおかげで、所属機関を超えた幅広い横のつながりを得られたことは私にと 

って大変刺激的な経験でした。自分より若い方々が積極的に視野を広げようと行

動している姿を見て、自分もまだまだ負けていられないと大学院での研究をさら

に励んでいこうと強く思いました。

最後になりましたが、今回のイベントは大学や高校などを指定せず、オープンに

募集をかけていただき大変嬉しかったです。近年ではよりクローズドな関係、一

部の学生や所属機関に在籍する方にしかチャンスが恵まれない機会を多々感じる

場面があります。本イベントは幅広い世代の学生に参加の機会を与えて下さった

ことに心より感謝申し上げます。また、参加費無料や国内旅費補助があったこと

で参加へのハードルが大きく下がり、参加したいという気持ちのままに行動でき

ました。このような補助をいただけましたこと、厚く御礼申し上げます。
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